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【本研究のポイント】 

・母親の持続性産後うつ注 1）（産後にうつ傾向が長引くこと）は、子どもの短時間睡眠や長

時間のスマホ利用などの望ましくない生活行動や多動様症状などに関連していた。 

・遅発性産後うつ注 2）（出産から数年経過後に起こるうつ傾向）は、母親の睡眠時間やネッ

ト利用時間、支援サービスの利用状況などに関連していた。 

・産後女性のメンタルヘルスを継続的に支援することは、幼児の健全な行動を促進し得る。 

 
【研究概要】 

名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻の西谷 直子 教授と田村 晴香 

博士後期課程学生らの研究グループは、産後うつが長引く「持続性産後うつ」や出産数

年後に出現する「遅発性産後うつ」には、それぞれに関連するライフスタイルがあること

を新たに発見しました。 

本研究は、日本の産後女性を対象に、産後から 1 年半にわたって 2 回調査し、食事・

運動・睡眠などのライフスタイルやインターネット利用行動、育児感情などの項目から抑

うつ傾向との関連などを解析したものです。解析の結果、産後のうつ傾向は出産後す

ぐだけではなく、約２年長引く人が 24.1％存在していたこと、また、産後すぐは気にな

らなかったが、数カ月～数年経ち不調を来たす人が 12.7％存在していたことが明らか

になりました。 

それらは母親自身の生活習慣だけでなく、子どもの生活行動や発達特性にも関連し

ていました。持続性産後うつ状態の母親に育児されている子どもは、食生活が不規則

であり、睡眠時間が短く、寝つきが悪く、スマホ利用時間が長くなっている傾向がある

こと、さらに多動と思われる様子が見られることなどが明らかになりました。 

産後女性への支援は、産後女性自身の健康において非常に重要です。それに加えて

期間を限定しない継続的な支援やニーズに応じたよりオーダーメイドな支援がなされ

ることは、望ましい育児行動に繋がり、それらは、幼児の健全な行動をも促進し得る可

能性があります。 

本研究成果は、国際学術誌『Maternal and Child Health Journal』（2025 年

1 月 20 日）および『Nagoya Journal of Medical Science』（2025 年８月２６

日）に掲載されました。 

産後うつ傾向は母子の望ましくない生活行動に関連  
～産後メンタルヘルスの継続的支援の必要性を提唱～ 
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【研究背景と内容】 

産後うつの有病率は世界的には 17.7％、日本でも約 10％と言われており、産後の女

性なら誰にでも起こる可能性があります。多くの場合、数週間から数カ月にわたって症状

が出現し、その後回復します。しかし、一部の母親では、産後うつが長引くこと（持続性産

後うつ）や産後数年経ってから生じるうつ傾向（遅発性産後うつ）を経験する人もいるこ

とが海外諸国で報告されています。米国では産後 3 年目の女性の 25％に抑うつ症状が

みられ、その割合は増加しています。また、イギリス・オーストラリア・カナダ・フランスで行

われた研究では、10～30％の女性が長期にわたる周産期うつ状態を経験していると報

告されています。 

 

そこで本研究グループは、日本の産後女性を対象に、産後から 1 年半にわたって 2 回

調査し、両調査で回答の得られた 339 名について、産後女性およびその子どもの食事・

運動・睡眠などのライフスタイルやインターネット利用行動、育児感情などの項目から抑う

つ傾向との関連などを解析しました。その結果、持続性産後うつは、母親の睡眠、食行動、

身体活動、育児感情、虐待疑い行動等、さらに、子どものスマートフォンの長時間使用な

どの望ましくない生活行動や多動様症状と関連していることが分かりました。 

また、遅発性産後うつには、母親のスマートフォン使用時間・睡眠時間・支援サービスの

利用状態が関連していることが分かりました。特に青年や若年成人において、過度のネッ

ト利用が抑うつ、不安、ストレス、自尊心の低下の症状が増加するなどメンタルヘルスの悪

化に関与することが報告されていますが、母親の遅発性産後うつにおいても同様の状況

であるという結果が得られました。 
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【成果の意義】 

日本では、一般的に「産後ケア」は産後１年程度の母子を対象とし実施されています。し

かし、本研究結果から、産後２年経過しても“エジンバラ産後うつ病質問票”注 3）得点が高

得点のまま経過している方が 24.1％存在していることが判明し、日常生活や育児に影響

を及ぼしている可能性があります。 

 これまでの産後ケアの概念に留まらず、対象者に合わせて時期・頻度・内容を相談でき

るなど、よりオーダーメイドの産後ケアが提供されることが求められます。それは、母親だ

けでなく、その母親から育児を受けている子どもへもメリットが大きいと言えます。 

 

本研究は、JSPS 科研費 (JP19K24195/23KJ1060)、および、安心ネットづくり

促進協議会（JISPA）の研究助成事業のご支援のもとで行われたものです。 

 

上記の研究成果をまとめたリーフレットを作成しました。行政機関や医療・保健関係機

関、子育て支援施設などでお配りいただけます場合には、お送りさせていただきます。

（無料） 

              

ご希望の方は下記フォームよりご申請ください。 

「長引く産後うつ」リーフレット申請フォーム： 

https://forms.office.com/r/tWhRPU80r5 

研究成果をまとめた啓発用リーフレット（2025 年 3 月 田村作成） 

該当論文のグラフィカルアブストラクト（2025 年 3 月 田村作成） 

https://forms.office.com/r/tWhRPU80r5
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【用語説明】 

注 1）持続性産後うつ： 

産後うつ状態が産後数週間から数カ月以内と比較的早く回復する状態ではなく、そ

の後数年にわたって続くうつ傾向のことを指す。 

本研究では、出産後 5～8 カ月時点で第 1 回調査を、その後１年半後に第 2 回調査

を実施し、その両調査で日本語版エジンバラ産後うつ病自己評価表（EPDS）を用い

て産後うつ傾向を調べた。両調査で EPDS スコアが 9 点未満の母親を “持続性産

後うつ傾向無し”、9 点以上の母親を “持続性産後うつ傾向有り”と定義した。 

注 2）遅発性産後うつ： 

産後うつ状態が産後数週間から数カ月以内と比較的早く出現する状態ではなく、そ

の後数年後に出現するうつ傾向のことを指す。 

本研究では、第 1 回調査で産後うつ無しであった人のうち、産後 2 年経過時点の第

２回調査で EPDS スコアが 9 点以上の産後女性を”遅発性産後うつ傾向有り“と定

義した。 

注３）エジンバラ産後うつ病質問票： 

母親のうつ状態自己評価のために世界的に使用されている尺度である。日本にお

いては、85％以上の自治体で全ての母親を対象に活用されている。EPDS スコア

9点以上が、「うつの可能性が高い」とするものであるが、9点以上がうつ病で、8点

以下はうつ病ではない、と判断するものではない。 
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